
「こども性暴力防止法」の施行にともなう本学の対応 
 

2026年 10 月 16日 神戸女学院大学 
 
 2024年 6 月に成立した「学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力
等の防止等のための措置に関する法律」（「こども性暴力防止法」2024 年法律第 69 号）
が 2026 年 12 月 25 日に施行されます。この法律は、学校等に児童等（乳幼児、小学生、
中学生、高校生等）への性暴力を防止するための措置を講ずることを義務づけるものです。 
 この法律にもとづく本学の対応は以下の通りです。 
 
１．犯罪事実確認について 
 法の施行日以降、学校等における実習及び児童等と接する諸活動を行う前に、実習施設
（対象事業者）から法に基づく「犯罪事実確認」が行われる可能性があります。これによ
って特定性犯罪前科が確認された場合は、実習及び児童等と接する活動を行うことができ
ません。 
 
２．教育職員免許状・各種資格の取得について 
 上記１に該当する場合は、教育職員免許状（教員免許状）など、学校等における実習及
び児童等と接する諸活動が必須要件となっている免許・資格を取得することができません。 
 
３．「同意書」・「誓約書」の提出について 
 こども家庭庁支援局長・こども家庭庁成育局長・文部科学省初等中等教育局長・文部科
学省高等教育局長「『学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の
防止等のための措置に関する法律』の施行を見据えた実習に関する大学等の対応等に関す
る留意事項について（依頼）」（2026 年 3月 26 日）にもとづき、本学では上記１、２に
ついての「同意書」と、特定性犯罪前科がない旨の「誓約書」の提出を求めます。「誓約
書」の提出がない場合は、前記の実習及び諸活動への参加を認めません。 
 

以 上 


